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 21国民春闘賃上げ第 4回集計  

単純平均 4,896 円、加重 5,432 円・1.92% 

＜回答状況＞ 

 2021 年 2020 年同期 

回答引き出し組合  758 822 

 うち 有額回答 487（64.2%） 442（58.7%） 

 うち「定昇確保」など言葉による回答 271（35.8%） 380（41.3%） 

 うち ２次回答以上の回答  70（ 9.2%）  77（ 9.3%） 

 うち 妥結組合   185（24.4%） 168（20.4%） 

＜要求と回答内容＞ 

 ２０２１年要求 2021 年回答 ２０２０年同期 同期比 

単純平均 
額(円)    27,469 4,896 4,844 52 

率(%)      5.97 1.85 1.96 －0.11 

加重平均 

額(円)  5,432 6,328 －896 

率(%)  1.92 2.21 －0.29 

組合員数  56,800 62,367  

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞ 

 組合数 うち前年実績以上 21 年回答 20 年実績 実績比 

単純平均 
額(円) 342 164（48.0%） 5,145 5,338 －193 

率(%) 273 102（37.4%） 1.87 1.89 －0.02 

＜非正規の仲間の回答状況＞ 

 時給制 月給制 再雇用・時給制 再雇用・月給制 

単純平均 
額(円) 14.9 （26.8） 2,440 (2,837) 19.8 (21.4) 3,442 (4,412) 

率(％) 1.23 （2.99） 1.39 (1.28) 2.50 （1.81） 1.00 (0.84) 

  ※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

  ※「定昇確保」など言葉による回答は平均などの計算から除いています。 

  ※非正規の仲間の回答状況のかっこ（）内は、昨年最終集約結果 
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2021 年 4 月 9 日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 8日、第 4回目の賃金改定

集計を行いました。 



＜集計結果の概要＞ 

回答引出し・妥結状況 

 4 月 8 日の第 4 回集計には、別表の 24 単産・部会から報告が寄せられました。758 組合が何らかの

回答を引き出し、そのうち「定昇確保」などの言葉による回答を得た組合が 271 組合で、金額・率な

どが明らかになっている有額回答を得た組合は 487 組合となっています。昨年の集計より登録組合調

査から全組合調査に調査方法を変更していることや、2020 年 4 月 7 日に緊急事態宣言が発令されたな

どの事情もあり、単純に比較できるか難しいところですが、回答引き出し組合が昨年同期（2020 年 4

月 3 日）より 64 組合減っており、今後の追い上げが求められます。 

 JMITU の 2 組合、化学一般労連の組合で 4 次回答を引き出しているのをはじめ、回答引出し組合の

9.2%にあたる 70 組合が２次回答以上の上積み回答を引き出しています。なお、185 組合が妥結となっ

ています。（回答引き出し組合に占める妥結率は 24.4％） 

  

回答内容 

 有額回答を引き出した 487 組合での単純平均（一組合あたりの平均）は 4,896 円・1.85%で、前年同

期（4,844 円・1.96%）から 52 円増・0.11 ㌽減となっています。加重平均（組合員一人あたりの平均）

は 5,432 円・1.92%で、前年同期（6,328 円・2.21%）から 896 円・0.29 ㌽減となっています。（金額の

み・率のみの報告を含んでいるため、金額と賃上げ率の増減は連動しません） 

 また、同一組合での対比が可能な 342 組合の単純平均額の結果を前年実績と比べると、今期は 5,145

円で、前年実績（5,338 円）を 193 円下回っています。賃上げ率でも 273 組合の単純平均で、今期は

1.87%と前年実績(1.89%)を 0.02 ㌽下回っています。前年実績以上の回答を引き出せた組合は、金額で

は 164 組合（48.0%）、率では 102 組合（37.4%）となっています。 

 こうした中でも、出版労連の 7 組合、民放労連と建交労の各 2 組合をはじめ、JMITU、化学一般労

連、全印総連の組合から 1 万円を超える賃上げの報告が寄せられている他、10 組合から 9,000 円を超

える大幅賃上げの回答報告が寄せられています。 

 

非正規で働くなかまの賃上げ状況 

非正規で働く仲間の賃上げ状況については、別表の 7 単産 118 組合から 294 件（前年同時期は 5 単

産 129 組合 311 件）の成果獲得の報告が寄せられています。 

時給制労働者では 200 件の獲得報告が寄せられています。そのうち引き上げ額がわかっている 110

件の単純平均は 14.9 円となっています。率では 14 件平均で 1.23%となっています。 

 日給制では、3 件の獲得報告で、引き上げ額は 80 円・1.48%となっています。 

月給制では、55 件の獲得報告が寄せられています。引き上げ額では 2,440 円、率では 1.39%となっ

ています。 

再雇用者の賃上げ状況については、時給制 28 件、月給制 6 件の獲得報告となっています。引き上げ

額・率では時給制で 19.8 円・2.50%、月給制で 3,442 円・1.00%となっています。 

 

企業内最低賃金改定状況 

 企業内最賃協定の獲得状況では、建交労、JMITU、化学一般、生協労連、全印総連、民放労連、出版労

連、日本医労連の 8 単産 48 組合から 119 件（前年同期 43 組合 158 件）の獲得報告となっています。こ



のうち、時間額は 70 件の獲得で、新協定額は 964 円、引上額は 27.4 円、引上率は 3.26%となっています 

(新協定額・引上額・引上率は連動せず)。日額では 11 件の獲得で、新協定額は 8,470 円となっています。

月額では 15 件の獲得で、新協定額は 178,421 円となっています。 

 職種別では、建交労のトラック、生協労連のヘルパー、日本医労連の看護師から報告が寄せられていま

す。 

  

＜参考＞他団体の回答状況 

●連合の第 3 回回答集計（平均賃上げ方式・4 月 6 日公表）は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

※単純平均は公表されていません。中小共闘は、規模 300 人未満。 

 

集計対象 

集計組合 加重平均 

組合数 人数(万) 金額 率 昨年 率 

全組合 2,136 193.6 5,463 1.82 5,761 1.94 

中小共闘 1,369 14.3 4,639 1.84 4,808 1.933 

格差なくし、8時間働けば誰もが人間らしくくらせる 
公正な社会へ転換せまる21国民春闘 


